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超軽量動力機等の安全確保について

平 成 １ ５ 年 ユ ユ 月 ２ ８ 日 に、 航 空 ・ 鉄 道 事 故 調 査 委 員 会 は、

本年４月２９日沖 縄県国頭郡 本部町内の大型パス 駐車場に超軽量

動力 機 が墜 落 し、 操 縦者 ユ名 が死亡 した 事放 に 係 る航
空 事 故 調 査

報告書を公表しま した。 同報告書によると、 この事故については、 航
空法上

必 要 と さ れ る 許 可 を 受 け ず に 飛 行 し て い た こ と、 ま た、 人 が

集まる公園やその 駐車場 上空で の低 空飛行は、 操 縦者の みな らず、

地 上 の 通 行人 や 隣 接 する 家 屋 等 に と っ て も 危 険 な も の で あ った

こ とか ら、 再発 防 止 のた め の所 見が 併 記 され て い ま す。

超軽量動力機の安全確保については、 これまでも
「航空レジャーの

安全確保につ いて （平 成１２ 年３月３ １日付、 空航第３ １３ 号）」

及ぴ 「超軽量動力機等の安全確保について （平成１５年１月３ユ日付、

国空 航 第 １０ ８ ９ 号） 」 等 に よ り 財 団 法 人 日 本 航 空 協 会 に 対 し

安全運航の確保を 要請 してい る ところで すが、 貴殿にお かれても、

本主 旨を踏 まえ 下 記 の内 容 に ついて 周 知 徹底 を 図 り、 あ ら た めて

航空 レ ジャ ーに お け る安 全 確 保の啓 発、 法令 遵 守 の徹 底等、 安全

運航 の 確 保に努 め ら れた い。



記

１ 許可の取得及び許可条件の遵守

超 軽 量 動 力 機 等の 操 縦 者 は、 航 空 法 上 必 要 と さ れ る 許 可 を

取 得 し、 許可の 条件 を 遵 守 す るこ とは も と よ り、 飛行 の 安全 を

自 ら確 認 し、 より一 層 の 安 全性 向 上に 努め るこ し
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航空事故調査報告書

所 属

型 式

識別記号

発生日時

発生場所

個人

Ｋ Ｉ Ｔ・Ｆ Ｏ Ｘ 式 Ｍ Ｏ Ｄ Ｅ１－ＩＶ－ Ｒ ５ ３ ２ Ｌ
酬 趨 軽 量 動 力 機、複 座〕

Ｊ Ｒ １ ６ ４ ６

平 成 １ ５ 年 ４ 月 ２ ９ 日 １ ０ 時 ３ ８ 分 ご ろ

沖縄県国頭郡本部町

平 成 １ ５ 年 １０ 月 ２ ２ 目

航空・鉄道事故調査委員会 （航空部会〕 議決

委

委

委

委

委

委

長

員

員

員

員

員

佐 藤

勝 野

加 藤

松 溝

垣 本

山 根

淳 造 （部会長〕

良 平

純 雄

由紀子

皓三郎

１ 航空事故調査の経過

ユ． １ 航 空 事 故 の 概 要

個 人 所 属 超 軽 量 動 力 機 Ｊ Ｒ １ 信 ４ ６ は、 平 成 １ ５
年 ４ 月 ２ ９ 日 （火・

祝 日）・ レ
ジ

ャ ー の た め、 淋
縄 県 国 頭郡 伊 江 村内 の 飛 行 場 から 離 睦 し、 同 本 部

田丁国 営 沖縄 記 念 公 園

海 洋 博 覧 会 地 区上 空 を飛 行 中、 １ Ｏ
時 ３ ８ 分 ご ろ、 同

公 園 内 の大 型 バ ス 駐 車 場 に 墜 落

し た
。

同 機 に は、
操 縦 者の み が 搭 乗 して い た が、 死

亡 した。

同 機 は 大 破 し、 火 災
が 発 生 した。

１．２ 航 空 事 故 調 査 の概 要

１．２，１ 調
査 組 織

航 空・ 鉄 道 事散 調 査 委 員 会 は、 平
成 １ ５ 年 ４月 ２ ９ 日、

本 事 赦 の 調 査 を 担 当 す る

主管調査官ほか一名の航空事故調査官を指名 し む



王、２．２ 調 査 の
実 施 時 期

平成 １ ５ 年 ４月 ３０ 日 ～ ５月 ２ 日 現場 調 査 及 ぴ口 述 聴 敢

２ 認 定 した 事 実

２ １ 飛行 の 経 過

事 故 に 至 るま での 飛 行 の 経 遇 は、 操 縦 者 の 飛
行 仲 間 及 び蓼 故 目 撃 者 の口 述 等 に よ れ

ぱ 概 略 次 の と お り であ っ た。

（１） 伊江 村 内 の 合 衆 国 軍 隊 が 管 理 す る 飛 行 場 （以
■ト 「同飛 行 場」 と い う。〕 に い

た飛行仲間

操 縦 者 は、 ４月 ２ ６ 日 １
５ 時 ごろ 個 人 所 属 超 軽 量 動カ 機 Ｊ Ｒ １６ ４ ６ （以 下

ｒ同機」 と い う。
〕 を 沖 縄 県国 頭 郡 伊 江 村 内 の 格 納 場 所 か ら 同飛 行 場 に 搬 送 し・

組 み 立 て た。

同 機 は、 エ ン
ジ ン の 調 子 も 良 く、 機 体 に は

特 に 悶 懸 は な か っ た。

４月 ２ ９ 日 （事 故当 日〕、 同
機 の 燃 料タ ンク に 約 ２ ０ 旦 の 燃 料 が 入 っ て い た

こ と を 確 認 し た。 １ Ｏ 時 １ ５ 分
ご ろ か ら 飛 行 仲 間 が ジ ャ イ ロ プ レ ー ン で タ ッ チ

ア ン ド ・ ゴ ー 訓 練 を 行 っ て い た と こ ろ、 １ Ｏ
時 ２ ０ 分 ご ろ、 同 機

が 地 上 滑 走

を始 め、 そ の
まま 滑 走 跨 。 ・ か ら 離 陸 して 燃 島 の 方 向 へ 飛 行 し、 ま も な く 見

え な く な っ た。

（２〕 目撃 者 Ａ （大 型 パ ス 駐 車 場 東碩１」の 高 台 で 同 機 の 飛 行 を 見 て い た 目 撃 者）

沖縄県国頭郡本部町の国営沖縄記念公園海洋博覧会地区 （以下 ｒ公園」 とい

う。） の 大 型
バス 駐 車 場 （以 下 「駐 車 腸」 と い う。〕 に

隣 接 した 家 の 庭 先 に い た

と こ ろ、
家 の 敷 地 の 高 さ 約 １， ８ ｍ の 塀

越 し に、 同
機 が ゆ っ く り と・

ま た・ 操

縦 者の 顔 が はっき り 見 え るく ら い の 高 度 で、 西 か ら
東 に 向 け て 飛 ん で 来 た の が

見 えた。 同 機 の 操 縦
者 は、
何 か に 驚 い た 様 子 で 急 上昇 した の でキ ヨ 階

建 て の 家

の 屋 根 に 衝 突す る の で は な い か と 思っ た。
エ ン ジ ン音 は甲 高 く 継 続 的 で あ っ た

が、 急 上 昇 し た 後 は
聞 こ え な く な っ た。 そ の 直 後、

「ガ シ ャ ン」 と 音 が し た の

で、 駐 車 場 の
方 を 見 た ら 炎と 黒 い 煙 が 見 え た。

（３） 目 撃者 Ｂ （事 散 現 場 の 約 １ ０ ０ ｍ 北 側 で事 故 を 見て い た 目 撃 者〕

同 機 は、 事 故 当 日
の １ Ｏ 時 ３ ０ 分 ご ろ か ら、 公 園 の

上 空 を ゆ っ く り し た 速 度

で数 回 旋 回 してい た。 かな り 低 高 度 で、
駐 車 場 と 公 園の 間 の 県 道 に架 か る 地 上

高約 ５ ｍ の 歩 道橋 の ５ ｍく らい 上 を 飛 ん で い た。 そ ω
後、 同 機 は、 駐 車 場

上 空

を 横 断 して 東個１」の高 台 の 方 へ飛 ん で 行 き、 建 物 の 陰に な り
い っ た ん 見 え な く な



っ た が、 す ぐ に、 こ
ち ら に 向 か っ て 飛 ん で 来 る の が 見 え た そ の 後・ 同 機 は・

建 物 を 避 け る よう に 急上 昇 した が、 す ぐに
機 首 を Ｆに 向 け、 そ の

ま ま 機 首 か ら

駐 車 場 に 墜 落 し た。 同 機 のエ
ン ジ ン 音 は、

息 継 ぎ 音 な ど は なく、 継 続 して 変 化

の な い も の だ っ た。

同 機 は、 墜 落 した 後、
駐 車 場 を 西 へ 約 １ ２ ｍ 滑 り 恋 が ら機 首 方１吉１を 反 鉦 して 東 側 に

向 け て か く 座 し、 火 災
が 発 生 し た。

事 故 発 生 時刻 は １ Ｏ 時３ ８ 分 ごろ で あ っ た。

｛付図１参照〕

２． ２ 人 の 死 亡、 行
方 不 明 及 ぴ 負 傷

操 縦 者 は、 事 故 現
場 で 左 操 縦 席 に 着 座 し たま ま の 状 態 で 死 亡 して い た。

２．３ 航 空機 の
損 壌 に 関 す る 情 報

２，３．１
損 壌 の 程 度

大 破

２．３．２ 航 空 機 各 部 の
損 壊 の 状 況

主 な部 分 の損 壊 状 況 は、 次 の と お り
で あっ た。

胴 体 鋼管構造を残し焼失、 機首部変形

主 翼 左 翼 は桁 を残 し 焼 失、 胴 体 取 付 部 で
破 蕨、 右 翼 は 羽 布 を 焼

失

脚 左右主脚取付部変形

エ ン ジ ン マ ウ ン トか ら 脱 落 し焼損、 ギア
ボ ック ス 分 離

プロ ベ ラ 両 ブ レ］ ドと も 前 縁 部 破 損、 片 側
ブ レー ドは ハ ブ 部 で 分 離

（写真１参照〕

２．４ 航 空機 以 外の
物 件 の 損 壌 に 関 す る 情 報

な し

２．５ 航 空 機 乗 組 員 等 に 関 す る
情 報

操縦者 男性 ５２歳

総飛 行 時 間 約 ５ ０ 時 間 Ｏ Ｏ 分

最 近 Ｂ Ｏ 日 間 の飛 行 時 閥 約 Ｏ 時 間 ３ ０ 分

同 型 式 機 に よ る 飛行 時 間 約 １ 時 間 Ｏ Ｏ分

最 近 ヨ Ｏ 日聞 の 飛 行 時 聞 約 Ｏ 時 間 ８ ０ 分

｛上 記 時 間 は、 飛
行 仲 間 ω □ 述 に よ る。

〕



２．６ 航 空 機に 関
す る 情 報

２．盾．１
航 空 機

型 式 Ｋ Ｉ Ｔ ・ Ｆ Ｏ Ｘ 式 Ｍ Ｏ Ｄ Ｅ ＬｌＶ－ Ｒ ５ ３ ２ Ｌ 型 （舵 面 操 縦 型〕

製 造 番 号 沖 Ｋ ／ Ｆ １ １ ２ ２

製造年月日 不 明

総 飛 行 時 間 約 ２ ０ 時閻 Ｏ Ｏ 分

（上 記 時 間 は、 飛 行仲 閥の 口 述 に よる。）

２．后．２ エ ン ジ ン

型 式

総雁行時閻

ボ ン バ ル デ ィ ア ・ 口 ］ タ ッ ク ス 式 ５ ８ ２ 型

約 ２ ０ 時 間 Ｏ Ｏ 分

（上記 時 聞 は、 飛 行 伸 間 の 口 述 に よ る。
〕

（付図２参照〕

２
．
５
，
３ 重 量

拳 故当 時、 同 機 の重 量 は、 飛
行 仲 間 の 口 述 に よ れ ぱ、 約 纈 ０ ０ ㎏と 推 算 さ れ、 許

容 範 囲 肚 様 書 最 大 重 量 ３ ９４．１ ㎏） 内 に あっ た も の と 推
定 さ れ る。

２．７ 気 象 に 関 す る 情 報

事故現場の北約１００ｍに位置する国営沖縄記念公園事務所の事故関連時聞帯の観

測 値 は、 次 の と お
り で あ っ た。

ｌＯ 時 風 向 西 北 西、 風
遠 ３

． ０皿
／彗、
気 温 ２ ８

．
５ ℃
、
降 水 量 Ｏ ㎜

１１ 時 風 向 西 北 西
、
風 速 ３

．
３皿／富、

気 温 ２ ９
．
５ ℃
、
降 水 量 Ｏ ｍ

２．８ 事 故現 場及 ぴ残
が い に 麗 す る 情 報

事散 現 場 は、 南
北 に延 び る長 さ 約 ８ ０ ０ ｍ、

幅 約１ ８ ｍ の 平 坦 な コ ンク リ ー ト舗 装

の駐 車 場 （標 高 約 ６ ０ ｍ） であ っ た。 駐 車 場 の 東 側 は、 草 木 が 茂 っ た 高 さ 約 Ｓ ｍ、 幅

約 Ｂｍ の 土 手で 高 台 く標 高 約 ６ ３ ｍ〕 へ 続 い て お り、 高 台 に は、 住 宅 が点 在 して お り、

こ れ ら 住 宅周 辺 に は地 上高 約 ９ ～ １ ２ ｍ の 電 線 が 配 置 さ れて い る。 駐車 場 の西 側 は、

県道 １ １ 一 号線 （漂 高 は約 ５ ５ 皿） を 挟 ん で 公 園 とな っ て お り、 駐 車 場 中 央 付 近 に は、

県 道 １ １ ４ 号線 を越 えて公 園 に 連 絡 す る歩 道 橋が 架 け ら れて い る凸 ま た、
駐 車 場 の 南

北 に は、
それ ぞ れ 県 道 １ １ ４ 号 線 と 結 ぶ 取 付 道 路が あ る。

同 機 が 墜 落 した 地点 は、 駐 東 場 の 北 端 か ら 南 へ約 ３ ０ ｍ の 地 点 で、 東傾
１」の 土 手 上 に

２ ヶ 所 の 接 地痕 が 残 され て お り、こ の 接 地 痕 か らかく 座 し
た 同 機 の 残 が い に 向 かっ て、

同 機 ω も の と 見 ら れる 赤 色 の 塗 装 皮 膜 が扇 状 に 散乱 して い た。
さ ら に、

駐 童 場 コ ンク



リ ー ト面 に は幡 約 ４ ０ ㎝ に わ た り 複 数 ω 打 痕、
ギア オイ ル が 扇 状 に 飛 散 した 跡 及 び か

く 座 した 同 機の 残 が いま で 数 本 の 線 条 痕 が 認 め ら れ、
エ ン ジ ン・ カ ウリ ン 久 木 製 プ

ロ ベ ラ ・ プ レー ド及 ぴ左 主 翼 の 翼 端 等 が 散 乱 して い た。

（写 真 ２ 参 照〕

２．９ 医 学 に 関 す る 情 報

沖 縄 県 警 察本 部 か らの 惰 報 に よ れ ば、 操 縦
者 の 死因 は、 墜 落

時 の 衝撃 に よ る有 椎 骨

折 で あ つ た。

２．１ Ｏ 火 災及 び 消 防 に関 する 情 報

火 災発 生 直 後 か ら、 駐 車 場 に い
た 目 撃 者 等 が 消 火 活 動 を 始 め た。

ま た
、
火 災発 生 か

ら約 １ ０ 分後 に本 部消 防 署 が 消 火 活 動 を始 め、 炎
上 か ら 約 ２ ７ 分 後 に 鎮火 した。

２ １１ そ の他 必 要 な事 項

２．ｌ１．１ 航 空 法
上 の 許 可 等

本 飛 行 に 関 し、 航 空 法 第 １ １ 条 第 １ 項
た だ し 書及 び 同 法 第 ２ ８ 条第 ３ 項 の 許 可 は

取 得 さ れて い な かっ た。 ま
た
、 同
機 に は、

超 軽 量 動 力 機 導 型 式 仕 様 書 に 示 さ れ た 型

式 のエ ン ジ ン ｛ボ ンバ ル デ ィ ア ・ 口 ］ タ ック ス 式 ５ ３ ２ 型〕 及 ぴ プロ ペ ラ （Ｇ Ｓ Ｃ

プ ロ ダ ク ト杜 製 ３ 枚 ブ レー ド〕 と は 異 な る ポ ンバ ル ディ ア ・ 口 ㎞ タ ッ ク ス 式 ５ ８ ２

型 エ ン ジ ン及 ぴ 木 製 ２ 枚 ブ レー ドの プ ロ ベ ラ が装 備 さ れ て い た。

２．１１．２ 操 縦 者 の 飛 行 経
験 等

操 縦 者 は、 昭 和 ６ ３
年 ９月 １ ３ 日 に、

財 団 法 人 日 本 航 空 臨 会 の 技 量 認 定 を 受 け て

い た
。

飛 行 伸 問 は、 操 縦
者 に 対 し、 同機 の 飛 行 に つ

いて は、 航 空 法 上 の 許 可
が 未敢 得 で

あっ た こ と か ら、 取 得
す るま で の 間 は、 地

上 滑 走 に 止 め、 飛 行 は行
わな い よ う 注 意

して い た と 述 べ て い る。

３ 事 実 を認 定 した 理 由

３ １ 角弄析

３．Ｌ１ 飛 行
仲 間 及 ぴ 目 撃 者 の 口 述 か ら、

異 常 は な か っ た も の と 推 定 さ れ る。

同 機 は、
事 故 発 生 ま で 機 体 及 び エ ン ジ ン に



２．３．２に 述 べた 同 機 の 損 壊 に つ い て は、 い ず れ も 墜 落 した 際 に 生 じた も の と認 め

ら れ る。

なお， 事 故当 時、 同 機 は、 超 軽 量動 力 機 等 型 式仕 様 書 に 示 さ れ た 型 式 と は異 な る

エ ン ジ ン 及 び プロ ベ ラ を装 備 して いた が、 事 故 直前 の 飛 行 状 況 か ら、 こ れ ら にっ い

て は、 本 事 散 には 関 専 して いな かっ たも の と 考 え られ る口

３．１．２ 事 故 当 時 の 気 象 状 況 は、 本 事 故 に は 関 与 し な か っ た も の と 推 定 さ れ る。

３．１．３ 同 機 は、 飛 行 仲 閲 の □ 述 か ら、 事 故 当 日 １ ０ 時 ２ ０ 分
ご ろ 同 飛 行 場 を 離 陸 し、

いっ た ん 水 納 島方 向 へ向 か った 後、 海 を越 え て 約 １１ ㎞ 離 れ た 公 園上 空 付 近 を１ ０

時３ ０ 分 ごろ か ら飛 行 して い た も の と 推 定さ れ る。

３．１，４ 公 園 上 空 付 近 に飛 来 して か ら 事 故 に 至 る ま で の 飛行 経過 は、 次 の と お り で あ

っ た も の と 推 定 さ れ る。

２．１ に 述
べ た よ う に、

同 機 は、 公 園
上 空 付 近 を数 回、

低 速 低 高度 で 旋 回 飛行 し

て い た。 そ の 後、 同 機 は、 緩 や か に 左 旋 回 し な が ら 駐 車 場 中 央 付 近 上 空 を 横 嫉 し、

そ れ ま で飛 行 して い な かっ た 駐 車 場 東 側 の 高 台 上 空 を 低 速 低 高 度 で 飛 行 中、 同 機 の

進 行 方 向 約 ５ ０ ｍ の 位 置に 地 上 高 約 ９ ～ １ ２ ｍ の 電 線 を 発 見 し、 こ れ を 避 ける た め

急」二昇 した。 同 機 は、 低 速 飛行 中 に 急 激 な 上 昇 操 作 を 行っ た た め、 失 速 状 態 に陥 り、

低 高 度 で あ っ た こ と か ら、
失 速 か ら 回 復 す る こ と が で き ず、

墜 落 し た。 な お、 同
機

が 高 台 上 空で 竃 線 を発 見 した と き の 飛行 高 度 は、 ２，１（２）に 述 べ た 塀 の 高 さ な ど か

ら、 対 地 高 痩 約 ３ ～ ４ ｍ で あ っ た。

３．１．５ 地 上 の 痕 跡、 機 体 の 損 傷 状 況 及 ぴ 目 撃 者 の 口 述 か ら、 同 機 は、 失 速 後、
機 首

を 下に 向 けて 垂 直 に 近 い角 皮 で 落 下 し、
左 主 翼 が 駐 童 場 東 側 土 手 に、

機 首 右 側 下 部

が 土 手 直 下の 駐 車 場 コ ンク リ ー ト 面 に 激突 した も のと 推 定 さ れ る。

３，１．碕 火 災 が 発 生 し た こ と に つ い て は、 同 機 の 燃 料 タ ン ク が、 機 首 部 の エ ン
ジ ン 後

方 に 配 置 され て い る こ と か ら、 同 機 の 機 首 右碩
１」下 部 が 駐 車 場 コ ンク リ ー ト面 に激 突

した 際 に損 傷 し、 漏 れ 出 した 燃 料 に 引 火 した も の と 考 え ら れ る が、 引 火 源 を 特 定 す

る こ と は で き な か っ た。



４ 原 因

本 事 故 は、 同 機
が
、 低
高度 を 低 速 で 飛 行 中 に 電線 を避 け よう と して、 葱 激 な 上 昇 操

作 を 行 っ た た め、 失 速 し、
低 高 度 で あ っ た こ と か ら、 失 速 か ら 回 復 す る こ と が で き ず、

墜落 し、 機 体
が 大 破 炎 上 す ると と も に、 操 縦 者 が死 亡 した こ と に よ る も の と 擁 定 さ れ

る
。

５ 所 見

２．１１．１で 述 べ た よ う に、 同 機 の 飛 行 に 関 し て は、
航 空 機 に 関 す る 航 空 法 第 １ １ 条 第

１ 項 た だ し書及 び 操 縦 者 に関 す る 同 法 第 ２ ８ 条 第 ３ 項 の 許 可 を 取 得 す る こ と が 必 要 で

ある に も か かわ ら ず、 こ れ らの 許 可 は 取 得 さ れ て い
な か っ た。

同 機 は、 離陸 後、 約 １ １ ㎞ 離 れ
た 公 園 上 空 付 近 を飛 行 して い た が、 上 記 許 可 を受 け

て飛 行 す る 場合、 通
常
、 飛
行 の 範 囲 は、 離 着 陸 場 の場 周 に 限 ら れ る こ と と な る。

ま た、 本 事故 に お いて、 人
が 集 ま る公 園 や そ の 駐 車 場 上 空 での 低 空 飛 行 は、

躁 縦 者

の み な ら ず、
地上 の通 行人 や 隣 接 す る 家屋 等 に と っ て も 危 険 な もの で あ っ た。

本 楽 散 以 外 に も、 平 成 １４ 年 ユ ユ月 ２９ 旧 付 け
航 空 事 故 調 査 報 告 善 （２ ０ ０ ２ － ９〕

Ｉ 項、 平 成 １ ５年 １ 月 ３ １日
付 け 航 空 事 故 調 査 報 告 書 （２ ０ ０ ３－ １〕 Ｗ 項 及 び１Ｘ項

に も あ る よ う に、
必 要 な 許 可の 全 部 又 は 一 部 を 受 けず に 飛 行 して い た 際 の 超 軽 量動 カ

機 の 事 故 が 発 生 して い る。

航 空 局 にＪ＝る 飛 行 め 許 可 は、趨 軽 量 動 力 機
等 の 安 全 上 ω 注 意 事 項 を 厳 守 す る こ と を

条 件 と して 行 わ れ て お り、 そ れ
ら の 注 意 事 項 に は、飛 行 場 所 は 原 則

と して 人、 人
家 又

は 物 件 の 上 空を 除 く 場 周 空 域 に 限 る こ と、航 空 法 で 定 め ら れ た 最 低 安 全 高 度 を 遵
守 す

る こ と、不
時着 又 は 事 故 に 至 っ た 場 合 で あっ て も、 搭 乗 者 以 外 の

考 の 生 命 及 ぴ 財 産 等

に危 害 を及 ぼ すこ と が な いよ う 十 分 注 意 す る こと、 な ど
が 含 ま れ て い る。

こ れ ら の こと か ら、 超軽 量動 力 機 の 操 縦
者 は、航 空 局 に よ る 飛 行 の 許 可 を 得

た 上 で・

許 可 の 条 件 を 遵守 し、 飛 行の 安
全 性 の 確 保 に 努 め る必 要 が あ る。



付 図１ 推定飛行経路図
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付 図 ２ Ｋ Ｉ Ｔ ・ Ｆ Ｏ Ｘ 式 Ｍ Ｏ Ｄ Ｅ Ｌ Ｗ － Ｒ ５ ３ ２ Ｌ 型 三 面図
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写 真 １ 事故機の残がい

写 真 ２ 事故現場


